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1. はじめに 

農業就業者の減少及び高齢化が進行し、TPP に

よって日本の農業農村が大きく 変貌しようとし

ている。こうした中、農村を維持し、農業を持続

的に発展させるには、農業の担い手の育成を図る

と共に多くの国民に農業に関心をもってもらう

ことが必要ある。 

現在、多くの小学校では総合学習の時間に体験

型の田植え実習などを実施しているが、必ずしも

子供たちに明るい農業をイメージしてもらえる

には至っていない。デジタルネイティブ世代には

それ相応の伝え方を工夫する必要がある。一方、

若い世代では SNS として、Twitter、Facebook、

LINE といった情報交換 ツールが浸透し、数々の

新しいスマホ用アプリが開発されている。 

本セッションでは、若い世代を対象にした農業

農村教育の事例と新しいコミュニケーションツ

ールを活用した教材開発や広報活動の事例を取

り上げ、これからの農業農村を活性化するための

方策について議論する。 

 

2. 農業農村分野におけるアウトリーチ 

 私が「アウトリーチ」という言葉を聞いたのは，

2004 年に内閣府総合科学会議事務局で第３期科

学技術基本計画の策定を開始した頃である。しか

し、この言葉を知る以前に長女が通っていた小学

校の校長先生に頼まれて「総合的な学習の時間」

に「土の講義」をしたことがあった。小学生を惹

きつけるために、専門用語を極力使わずに土の不

思議、面白さ、そしてその大切さをどう伝えるか。

目の前で簡単な実験をやって見せ、土に触らせ、

考えさせ、科学することを学ばせる工夫を凝らし

た。正直、大学の講義を準備する以上に大変だっ

た。いまはこの経験を活かして、「Dr．ドロえも

んプロジェクト」という小学生相手の出前授業を

続けている 1)。その一つが農業農村工学会土壌物

理研究部会の若手研究者と進めている JST 事業

で採択された「復興農学による官民学連携協働ネ

ットワークの構築と展開 2)」である。 

こうした活動を通して実感するのは教材とし

てのコミュニケーションツールの重要性である。

本セッションを農業農村情報研究部会で取り上

げた理由はこうした背景に基づく。 

農業農村情報研究部会は勉強会や企画セッシ

ョン（Table.1）を実施してきたが、これまでは農

業水利施設管理に関する情報利用の話題が多か

った。それに対して、今年の企画セッションは第

33 回の勉強会 3)を発展させる形で、教育とソフト

的なツールに焦点をあてたのが特徴である。 

 

Table.1 農業農村情報研究部会の企画セッション 

2005 農業土木における農業農村情報 

2006 農業イノベーションのための農業農村情報研究 

2007 農業・農村における情報化の現状と今後の取り組み 

2008 農業農村の施設管理における情報技術の利用と

今後の展望 

2009 農業農村における効率的、効果的な施設管理－ア

セットマネジメントに向けた情報の活用－ 

2010 農業農村におけるモニタリング技術－計測から

情報活用まで 

2011 水資源・水環境管理と情報技術－健全な水環境と

水利用－ 

2012 クラウドなど最新の情報技術の農業農村におけ

る利用と展望 

2013 農林水産行政における農業農村情報の利活用 

2014 北陸地方における先進的農業水利情報システム 

2015 農地集積を加速する農業情報 

2016 若い世代を対象とした農業農村教育とコミュニ

ケーションツールの活用 

[S-17-1] H28農業農村工学会大会講演会講演要旨集

－ 121 －



  

3. 話題提供者の講演概要 

 この企画セッションでは、農業農村・教育・広

報・アウトリーチ・ゲーム・ツールといった観点

から実践的な活動をしている方々に講演を依頼

した。その講演概要は以下のとおりである。 

(1) 若い世代を対象とした農業農村教育とコミ

ュニケーションツールの活用  溝口勝（東大） 

 この講演要旨「はじめに」を参照。 

(2)農業農村を学ぶ方法と教材の整備 

遠藤和子（農研機構 農村工学研究部門） 

農業水利施設を舞台とする学びに注目し、農業

水利施設を舞台に土地改良区が協力し実施され

る学び活動を事例に，それがどのような内容，趣

向で実施されているのかを整理する。また，活動

の普及には教材の紹介が有効と考えられること

から，用いている教材，小道具などをどのように

整備していくかについて述べ，そこから，本企画

セッションのテーマに接近したい。 

(3)小学校教育と連携した農地・水環境保全組織

主導の地域教育の取り組み－山形県河北町元泉

地区の事例から－ 

嶺田拓也（農業・食品産業技術総合研究機構） 

農地・水・環境保全組織では，取り組みで最も

重視している地域資源の次世代への継承をさら

に推進するために，元泉地区を学区に持つ小学校

と連携し，平成 27 年度からクラブ活動のカリキ

ュラム枠内で，田園農地周辺の自然，歴史，文化

的資源を町内の子供たちともに再発見するプロ

グラム「おらだ田んぼの子ども博士養成講座」を

開始した。この取り組みの計画策定と実施には

VIMSの活用も視野に入れながら農研機構農村工

学研究部門も協力している。そこで，「子ども博

士」の取り組み活動の紹介とともに，GIS（VIMS）

を含め，デジタルコミュニケーション活用に向け

た課題などについて報告したい。 

(4)農業系カードゲームを利用した小学校教育 

 松木崇晃（東大）ら 

農業体験学習は農業従事者の増加、農業への理

解の促進といった目的のもと、全国の公立小学校

の約 80％で実施されているが、農業体験学習前後

での児童の農業観の変化を具体的に示した研究

は少ない。また、近年、TPP が注目される中、農

業教育における教育目標として「食料自給率に対

する関心を促す」ことが重視されているが、農業

体験学習のみではその目標の達成は難しい。本研

究では「現実に存在している問題の構造を学ぶ」

といった強みを持つゲーミングシミュレーショ

ンに着目し、食料自給率に対する関心を高める教

材を開発した。 

(5) 共同性に着目した草刈りゲーム「シムルーラ

ル」の開発      寺田悠希（東大 GCL）ら 

農村における草刈りは、共同性が比較的高く、

農地の維持以外にも、獣害の防止、草地を必要と

する生物の保全など、多面的な機能を持っている。

一方、合理式の流出係数をみるかぎり、森林と比

較すると、草地は下流の洪水を緩和する力が弱い。

プラス・マイナス、両方の効果があるが、草刈り

は農村の環境管理の要といってよい。将来就農に

限らず様々な形で農業に関わりうる若者を対象

に草刈りの多面的機能を伝えることは重要であ

る。しかし、草刈りが農村における共同作業であ

る側面や、植生の遷移を考慮した長期的視野など

の継続性を必要とすることを現実で伝えるのは

難しい。そこで、我々は若者のスマートフォン普

及率の高さに着目し、草刈りの多面的機能に着目

したスマートフォン向けゲームアプリを作成し

た。 

(6)YouTube を利用した農業農村整備広報の試み 

 横川華枝（農水省）ら 

農業用水や水利施設、農村環境に対する地域の

人々の関心が低下し、理解を得ることが難しくな

ってきたことを背景に、水土里を守る人と組織を

効果的にＰＲしようとする動きが高まっている。

本研究では SNS や YouTube などの動画サイトを

日常的に利用する若い世代を対象に、YouTube を

利用して動画を配信し、農業農村整備を効果的に

広報することを試みた。 
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